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中勢北部サイエンスシティ中勢北部サイエンスシティ

ニューファクトリーひさいニューファクトリーひさい （※）の写真はいずれも津市市政施行100周年記念誌から引用

※いずれも平成24年10月現在

事業主体：（独）中小企業基盤整備機構、津市、津市土地開発公社

外資系企業との立地協定調印式外資系企業との立地協定調印式

　津市の産業振興における新たな一歩として、産
業拠点である中勢北部サイエンスシティやニュー
ファクトリーひさいの整備があげられます。
　中勢北部サイエンスシティは、これまでの工業
団地のコンセプトに加え、先端的産業の研究開発
から生産、物流の一貫した産業活動を可能とし、
かつ職住近接、企業間の交流、身近なスポーツ・
レクリエーションなど多様な機能が一体となった
中部圏最大規模の複合的産業団地として、潤いあ
る魅力的な都市空間を生み出しています。

　また、ニューファクトリーひさいは、大規模工
場の立地に最適な区画面積の大きな分譲地を持
ち、人に優しい緑と水の豊かな工業団地を目指し
ています。

　このように新たな産業拠点の整備を行い、津市
では、産業の振興や新たな雇用の場の創出を通じ
た地域経済の活性化を目指して、誘致活動の初期
段階から市長自らによるトップセールスを展開す
るなど、新たな手法を取り入れた積極的な企業誘
致活動に取り組んでいます。

　これらの取り組みは、着実に成果をあげ、昨年
一年間だけでも、８社の企業誘致に成功していま
す。また、誘致企業も世界的な規模で新たな事業
を展開する企業や、外資系企業の立地が決定する
など、国内企業にとどまらず、幅広い分野に大き
な広がりを見せています。

　今後も津市の優位性等の情報発信をはじめ、き
め細かい立地サポートによって、他の都市との差
別化を図るなど、戦略的な企業誘致を展開してい
きます。

新たな産業拠点の整備

中勢北部サイエンスシティ ニューファクトリーひさい

新たな企業誘致に向けて

津市の企業誘致

▲

市長によるトップセールスの展開▲

県下トップクラスの奨励制度を創設▲
企業誘致の専任組織による丁寧な立地サポート

具体的な取り組み

問い合わせ　企業誘致室
　244－1761　　244－1762

事業主体：三重県、三重県土地開発公社、津市

総　面　積
計画分譲面積
造成済面積
未分譲面積
未分譲区画数
分譲・賃貸率
進出企業数

分 譲 面 積
未分譲面積
未分譲区画数
分譲・賃貸率
進出企業数

165.0ha
84.1ha
79.9ha
25.0ha
25区画
68.7％
49社

46.0ha
3.6ha
１区画
92.2％
６社


